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(57)【要約】
【課題】紙力と高速貼合適性とに優れた、貼合する用途に用いられる塗工紙、およびそれ
を用いた段ボールシートの提供。
【解決手段】原紙とその少なくとも一方の面に塗工された紙力剤とを含む、貼合する用途
に用いられる塗工紙であって、前記紙力剤は、（Ａ）デンプン、変性デンプン、カゼイン
、セルロース、ポリビニルアルコール、およびポリアクリルアミドからなる群より選択さ
れる少なくとも１種の水溶性高分子と、（Ｂ）下記一般式（１）で表される化合物（Ｉ）
および下記一般式（３）で表される化合物（ＩＩ）のうちの１種または２種以上を含む浸
透剤、一般式　　（Ｒ1）t－Ｘ－［（Ｃ2Ｈ4Ｏ）m／（ＡＯ）n］－Ｈ　　（１）および一
般式　　（Ｒ5）t－Ｘ－［（Ｃ2Ｈ4Ｏ）p／（ＡＯ）q］－（ＡＯ）r－Ｈ　　（３）と、
を含む塗工紙。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原紙とその少なくとも一方の面に塗工された紙力剤とを含む、貼合する用途に用いられ
る塗工紙であって、前記紙力剤は、
　（Ａ）デンプン、変性デンプン、カゼイン、セルロース、ポリビニルアルコール、およ
びポリアクリルアミドからなる群より選択される少なくとも１種の水溶性高分子と、
　（Ｂ）下記一般式（１）で表される化合物（Ｉ）および下記一般式（３）で表される化
合物（ＩＩ）のうちの１種または２種以上を含む浸透剤
　　一般式　　（Ｒ1）t－Ｘ－［（Ｃ2Ｈ4Ｏ）m／（ＡＯ）n］－Ｈ　　（１）
（式中、Ｒ1は水素原子、メチル基、エチル基または炭素数３～１２の分岐アルキル基；
ｔは１～５までの整数；Ｘはフェノール残基；ｍは４～２０の平均付加モル数；Ａはプロ
ピレン基、ブチレン基またはフェニルエチレン基；ｎは０～４の平均付加モル数を示す。
［］内の付加形式はランダム状またはブロック状である。）
　一般式　　（Ｒ5）t－Ｘ－［（Ｃ2Ｈ4Ｏ）p／（ＡＯ）q］－（ＡＯ）r－Ｈ　　（３）
（式中、Ｒ5は水素原子、メチル基、エチル基または炭素数３～１２の直鎖または分岐ア
ルキル基；ｔは１～５までの整数；Ｘはフェノール残基；ｐは４～２０の平均付加モル数
；Ａはプロピレン基、ブチレン基またはフェニルエチレン基；ｑは０～３．９の平均付加
モル数；ｒは０．１～４の平均付加モル数；［］内は付加形式がランダム状またはブロッ
ク状であることを示す。）と、
を含む塗工紙。
【請求項２】
　前記化合物（Ｉ）のＲ1または前記化合物（ＩＩ）のＲ5が下記一般式（２）
【化１】

（式中、Ｒ2はメチル基、エチル基、プロピル基またはブチル基；Ｒ3は炭素数１～９の直
鎖または分岐のアルキル基；Ｒ4は炭素数１または２のアルキレン基示す。）
で表される分岐アルキル基である、請求項１に記載の塗工紙。
【請求項３】
　前記水溶性高分子の全固形分を１００質量％としたとき、デンプンおよび変性デンプン
の全固形分の合計が５０質量％を超える請求項１または２に記載の塗工紙。
【請求項４】
　前記水溶性高分子が前記面に片面あたり０．２５～３．０ｇ／ｍ2の量で塗工された請
求項１から３のいずれか一項に記載の塗工紙。
【請求項５】
　前記浸透剤が前記面に片面あたり０．００５～０．２ｇ／ｍ2の量で塗工された請求項
１から４のいずれか一項に記載の塗工紙。
【請求項６】
　抄紙流れ方向に５０ｍｍ、抄紙流れ方向と直行する方向に７５ｍｍに裁断した試験片を
、温度２３℃の蒸留水に浸漬させ、超音波周波数２ＭＨｚにてライナーの表面の信号強度
を測定したときに、浸漬開始時から信号強度が最大値を示す時までの時間をピーク出現時
間としたとき、ピーク出現時間が５０ミリ秒以下である請求項１から５のいずれか一項に
記載の塗工紙。
【請求項７】
　互いに貼合された中芯とライナーと含む段ボールシートであって、前記中芯および前記
ライナーのうちの少なくとも一方が請求項１から５のいずれか一項に記載の塗工紙であり
、前記中芯と前記ライナーとは前記面が貼合面となるように貼合されている、段ボールシ
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ート。
【請求項８】
　前記中芯が請求項１から６のいずれか一項に記載の塗工紙である、請求項７に記載の段
ボールシート。
【請求項９】
　前記ライナーが請求項１から６のいずれか一項に記載の塗工紙であり、前記紙力剤は前
記ライナーの一方の面のみに塗工されている、請求項７または８に記載の段ボールシート
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貼合する用途に用いられる塗工紙に関し、特に、例えばライナーや中芯など
の段ボール原紙のような、貼合する用途に用いられる塗工紙、およびかかる塗工紙を含む
段ボールシートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　紙の中でも紙厚の厚いものを一般に板紙といい、板紙は、一般に、段ボール原紙、紙器
用板紙、および雑板紙の３種類に大別される。また、そのうち段ボール原紙は、一般に、
ライナーと中芯とに大別される。ライナーおよび中芯は、最初はそれぞれロール状に巻か
れたロール紙の形態をとっており、コルゲータにかけられて、中芯は波状に成形されおよ
びライナーはその片面または両面に貼合糊で貼り合わされることによって、段ボールシー
トに加工される。段ボールシートから、段ボール箱が形成される。
【０００３】
　近年、物流コストの削減等の目的のために、段ボール箱、延いてはそれに用いられるラ
イナーおよび中芯用の紙（段ボール原紙）の軽量化が進んでいる。軽量化にあたって、紙
厚の薄い紙あるいは坪量の低い紙が使用されるようになっており、これに伴い、紙の強度
は低下する傾向にあり、段ボール箱に形成したときに強度の点で物の輸送に適さなくなっ
てしまう場合がある。強度低下への対策の１つとして、紙力を付与するために、デンプン
などの水溶性高分子を紙力剤として紙の表面に塗工する方法が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－２０４１８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、紙力を増強するために紙力剤の塗工量を増やすと、紙の表面に形成され
る紙力剤の皮膜が厚くなる。近年、板紙製造の高速化が進み、コルゲータの貼合速度も高
速化している。紙の表面に紙力剤の厚い皮膜がある状態において、コルゲータの速度が速
いと、得られる段ボールシートにおいて中芯とライナーとは接着性が低くて剥がれやすく
、貼合適性に劣るという課題がある。
【０００６】
　本発明は、充分な紙力を有しつつ高速での貼合適性に優れた、貼合する用途に用いられ
る塗工紙、およびそれを含む段ボールシートを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するための本発明の貼合する用途に用いられる塗工紙、およびそれを含
む段ボールシートは、以下の態様を有する。
【０００８】
　［１］　原紙とその少なくとも一方の面に塗工された紙力剤とを含む、貼合する用途に
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用いられる塗工紙であって、前記紙力剤は、
　（Ａ）デンプン、変性デンプン、カゼイン、セルロース、ポリビニルアルコール、およ
びポリアクリルアミドからなる群より選択される少なくとも１種の水溶性高分子と、
　（Ｂ）下記一般式（１）で表される化合物（Ｉ）および下記一般式（３）で表される化
合物（ＩＩ）のうちの１種または２種以上を含む浸透剤
　　一般式　　（Ｒ1）t－Ｘ－［（Ｃ2Ｈ4Ｏ）m／（ＡＯ）n］－Ｈ　　（１）
【０００９】
（式中、Ｒ1は水素原子、メチル基、エチル基または炭素数３～１２の分岐アルキル基；
ｔは１～５までの整数；Ｘはフェノール残基；ｍは４～２０の平均付加モル数；Ａはプロ
ピレン基、ブチレン基またはフェニルエチレン基；ｎは０～４の平均付加モル数を示す。
［］内の付加形式はランダム状またはブロック状である。）
一般式　　（Ｒ5）t－Ｘ－［（Ｃ2Ｈ4Ｏ）p／（ＡＯ）q］－（ＡＯ）r－Ｈ　　（３）
【００１０】
（式中、Ｒ5は水素原子、メチル基、エチル基または炭素数３～１２の直鎖または分岐ア
ルキル基；ｔは１～５までの整数；Ｘはフェノール残基；ｐは４～２０の平均付加モル数
；Ａはプロピレン基、ブチレン基またはフェニルエチレン基；ｑは０～３．９の平均付加
モル数；ｒは０．１～４の平均付加モル数；［］内は付加形式がランダム状またはブロッ
ク状であることを示す。）と、
を含む塗工紙。
【００１１】
　［２］　前記化合物（Ｉ）のＲ1または前記化合物（ＩＩ）のＲ5が下記一般式（２）
【００１２】
【化１】

【００１３】
（式中、Ｒ2はメチル基、エチル基、プロピル基またはブチル基；Ｒ3は炭素数１～９の直
鎖または分岐のアルキル基；Ｒ4は炭素数１または２のアルキレン基示す。）
で表される分岐アルキル基である、［１］に記載の塗工紙。
【００１４】
　［３］　前記水溶性高分子の全固形分を１００質量％としたとき、デンプンおよび変性
デンプンの全固形分の合計が５０質量％を超える、［１］または［２］に記載の塗工紙。
【００１５】
　［４］　前記水溶性高分子が前記面に片面あたり０．２５～３．０ｇ／ｍ2の量で塗工
された、［１］から［３］のいずれか１つに記載の塗工紙。
【００１６】
　［５］　前記浸透剤が前記面に片面あたり０．００５～０．２ｇ／ｍ2の量で塗工され
た、［１］から［４］のいずれか１つに記載の塗工紙。
【００１７】
　［６］　抄紙流れ方向に５０ｍｍ、抄紙流れ方向と直行する方向に７５ｍｍに裁断した
試験片を、温度２３℃の蒸留水に浸漬させ、超音波周波数２ＭＨｚにてライナーの表面の
信号強度を測定したときに、浸漬開始時から信号強度が最大値を示す時までの時間をピー
ク出現時間としたとき、ピーク出現時間が５０ミリ秒以下である［１］から［５］のいず
れか１つに記載の塗工紙。
【００１８】
　［７］　互いに貼合された中芯とライナーと含む段ボールシートであって、前記中芯お
よび前記ライナーのうちの少なくとも一方が［１］から［５］のいずれか１つに記載の塗
工紙であり、前記中芯と前記ライナーとは前記面が貼合面となるように貼合されている、
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段ボールシート。
【００１９】
　［８］　前記中芯が［１］から［６］のいずれか１つに記載の塗工紙である、［７］に
記載の段ボールシート。
【００２０】
　［９］　前記ライナーが［１］から［６］のいずれか１つに記載の塗工紙であり、前記
紙力剤は前記ライナーの一方の面のみに塗工されている、［７］または［８］に記載の段
ボールシート。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、貼合する用途に用いられる塗工紙において、目標とする紙力を得るた
めに多量の紙力剤が塗工されている場合であっても、貼合のために表面に付与される貼合
糊は紙中へ容易に浸透することができる。そのため、充分な紙力を有しつつ貼合適性に優
れた、貼合する用途に用いられる塗工紙、およびそれを含む段ボールシートを提供するこ
とができる。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態を詳細に説明する。なお、以下の実施の形態は例示目的であ
り、本発明はこれに限定されない。
【００２３】
　（塗工紙）
　本発明の塗工紙は、基紙とその少なくとも一方の面に塗工された紙力剤とを含む。本発
明の塗工紙は、例えば、段ボール原紙、紙器用原紙、紙管原紙などのような、貼合される
用途に用いられることができ、特に、段ボールシートを構成するライナーおよび中芯など
の段ボール原紙として好ましく使用される。
【００２４】
　（基紙）
　本発明の塗工紙の基紙は、公知の原料を用いて公知の抄紙方法および公知の抄紙機によ
り製造することができる。例えば、抄紙原料（紙料）をワイヤーパートにてウェブ状に堆
積させ、次いでプレスパート、プレドライヤーパートを経て水分を乾燥させて、基紙を製
造することができる。本発明に用いる基紙は、一層構成の単層抄きであっても多層構成の
多層抄き（積層紙）であってもよい。例えば、本発明の塗工紙が段ボールシート用の紙（
段ボール原紙）として用いられる場合、塗工紙の基紙は、古紙パルプを含む紙料から製造
された多層抄きの紙であることが好ましい。
【００２５】
　（原料パルプ）
　本発明の塗工紙の基紙に用いることのできるパルプ原料としては、例えば、砕木パルプ
（ＧＰ）、リファイナー砕木パルプ（ＲＧＰ）、サーモメカニカルパルプ（ＴＭＰ）、ケ
ミサーモメカニカルパルプ（ＣＴＭＰ）、ケミグランドパルプ（ＣＧＰ）、セミケミカル
パルプ（ＳＣＰ）、クラフトパルプ（ＫＰ）のような機械パルプや化学パルプ、新聞古紙
のような印刷された古紙を離解して脱墨した脱墨パルプ（ＤＩＰ）、および段ボール古紙
や製本損紙などを離解した古紙パルプなど、一般に製紙原料として用いられるパルプを、
１種でまたは複数種を組み合わせて適宜使用することができる。本発明の塗工紙が、段ボ
ール原紙として用いられる場合は、基紙のパルプ原料としては、古紙パルプを多く配合す
ることができる。
【００２６】
　（添加剤）
　本発明の塗工紙の基紙は、公知の製紙用添加剤が、内添されていてもよい。すなわち、
基紙は、製紙用添加剤が添加された紙料から抄造されていてもよい。内添される製紙用添
加剤として、例えば、歩留剤、濾水性向上剤、凝結剤、硫酸バンド、ベントナイト、シリ



(6) JP 2017-160576 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

カ、サイズ剤、乾燥紙力剤、湿潤紙力剤、嵩高剤、填料、染料、蛍光増白剤、ｐＨ調整剤
、消泡剤、紫外線防止剤、退色防止剤、ピッチコントロール剤、スライムコントロール剤
などの製紙用薬品を用いることができる。例えば、ポリアクリルアミド系高分子、ポリビ
ニルアルコール系高分子、カチオン性澱粉、各種変性澱粉、尿素・ホルマリン樹脂、メラ
ミン・ホルマリン樹脂などの乾燥紙力剤；ポリアミドポリアミンエピクロロヒドリン樹脂
などの湿潤紙力剤；ロジン系サイズ剤、ＡＫＤ系サイズ剤、ＡＳＡ系サイズ剤、石油系サ
イズ剤、中性ロジンサイズ剤などのサイズ剤；などを好適に内添することができる。
填料、消泡剤、ｐＨ調整剤などの一般に抄紙に使用される助剤を含んでいてもよい。
【００２７】
　例えば、基紙に内添されていてもよい紙力剤としては、市場から容易に入手できる市販
品を用いてもよく、例えば変性デンプン（商品名：ピラーＰ４、ＰＩＲＡＡＢ ＳＴＡＲ
ＣＨ Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）、ポリアクリルアミド系の乾燥紙力剤（商品名：ポリストロン
１２２２、荒川化学工業株式会社製）、乾燥紙力剤（商品名：ＤＳ４６８１、星光ＰＭＣ
株式会社製）、および乾燥紙力剤（商品名：ポリテンション１００１、荒川化学工業株式
会社製）などのような通常の紙に使用される紙力剤が使用できる。
【００２８】
　（基紙の米坪）
　本発明の基紙の米坪、紙厚、密度は、特に限定されず、用途に応じて適宜選定できる。
例えば、本発明の塗工紙が段ボールシートの中芯用の紙として使用される場合は、塗工紙
の基紙の米坪としては、例示目的で非限定的に、９０～２２０ｇ／ｍ2が好ましく用いら
れ、９０～１６０ｇ／ｍ2がより好ましく用いられる。また、例えば、本発明の塗工紙が
段ボールシートのライナー用の紙として使用される場合は、塗工紙の基紙の米坪は、例示
目的で非限定的に、９０～４００ｇ／ｍ2が好ましく用いられ、９０～３２０ｇ／ｍ2がよ
り好ましく用いられる。
【００２９】
　（紙力剤）
　本発明の塗工紙は、基紙の少なくとも一方の面に塗工された紙力剤を含む。紙力剤は、
基紙の両方の面に塗工されていてもよい。本発明の紙力剤は、水溶性高分子と浸透剤とを
含んで構成される。
【００３０】
　（水溶性高分子）
　本発明に適用可能な水溶性高分子の例としては、例えば、デンプン、変性デンプン、カ
ゼイン、セルロース、ポリビニルアルコール、およびポリアクリルアミドが挙げられる。
【００３１】
　デンプンとしては、コーンスターチ、小麦デンプン、かんしょデンプン、馬鈴薯デンプ
ン、タピオカデンプンおよび米でんぷん等が挙げられる。
【００３２】
　変性デンプンとしては、酸化デンプン、エステル化デンプン、エーテル化デンプン、架
橋化デンプンおよびカチオン化デンプン等が挙げられる。
【００３３】
　カゼインとしてはミルクカゼイン等が挙げられる。
【００３４】
　セルロースとしては、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロ
ース、メチルセルロースおよびカルボキシメチルセルロース（塩）等が挙げられる。
【００３５】
　ポリビニルアルコールとしては、完全ケン化ポリビニルアルコール（けん化価９８～９
９；ＪＩＳ　Ｋ００７０－１９９２に準拠して測定される。）、部分ケン化ポリビニルア
ルコール（けん化価８７～８９）、ポリビニルアルコールをカルボン酸やカルボン酸ハラ
イドによりエステル化した変性ポリビニルアルコール、ならびに公知のエーテル化ポリビ
ニルアルコールおよびアセタール化ポリビニルアルコール等が挙げられる。
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【００３６】
　ポリアクリルアミドは、アクリルアミドとカチオン性ビニルモノマーおよびアニオン性
ビニルモノマー、必要に応じ架橋性モノマーを適宜比率を変え、共重合したもの等が挙げ
られる。
【００３７】
　水溶性高分子には市場から容易に入手できる市販品を用いてもよく、例えば以下のよう
な通常の塗工紙に使用される水溶性高分子が使用できる。デンプン（商品名：コーンスタ
ーチ、王子コーンスターチ株式会社製）、変性デンプン（商品名：ピラーＰ４、ＰＲＩＲ
ＡＡＢ　ＳＴＡＲＣＨ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．製）、ポリビニルアルコール（商品名：デンカ
ポバール、電気化学工業株式会社製）、ポリアクリルアミド系の紙力剤（商品名：ポリス
トロン１２２２、荒川化学工業社製）。
【００３８】
　（浸透剤）
　本発明に適用可能な浸透剤としては、下記一般式（１）で表される化合物（Ｉ）および
下記一般式（３）で表される化合物（ＩＩ）のうちの１種または２種以上の化合物からな
る浸透剤が挙げられる。
　（Ｒ1）t－Ｘ－［（Ｃ2Ｈ4Ｏ）m／（ＡＯ）n］－Ｈ　　（１）
【００３９】
（式中、Ｒ1は水素原子、メチル基、エチル基または炭素数３～１２の分岐アルキル基；
ｔは１～５までの整数；Ｘはフェノール残基；ｍは４～２０の平均付加モル数；Ａはプロ
ピレン基、ブチレン基またはフェニルエチレン基；ｎは０～４の平均付加モル数を示す。
［］内の付加形式はランダム状またはブロック状である。）
　（Ｒ5）t－Ｘ－［（Ｃ2Ｈ4Ｏ）p／（ＡＯ）q］－（ＡＯ）r－Ｈ　　（３）
【００４０】
（式中、Ｒ5は水素原子、メチル基、エチル基または炭素数３～１２の直鎖または分岐ア
ルキル基；ｔは１～５までの整数；Ｘはフェノール残基；ｐは４～２０の平均付加モル数
；Ａはプロピレン基、ブチレン基またはフェニルエチレン基；ｑは０～３．９の平均付加
モル数；ｒは０．１～４の平均付加モル数；［］内は付加形式がランダム状またはブロッ
ク状であることを示す。）
【００４１】
　ここで、化合物（Ｉ）のＲ1および化合物（ＩＩ）のＲ5は、下記一般式（２）で示され
る分岐アルキル基であることが好ましい。
【００４２】
【化２】

【００４３】
（式中、Ｒ2はメチル基、エチル基、プロピル基またはブチル基；Ｒ3は炭素数１～９の直
鎖または分岐のアルキル基；Ｒ4は炭素数１または２のアルキレン基示す。）
　分岐アルキル基の具体例としては、イソプロピル、イソブチル、イソヘキシル、イソヘ
プチル、イソオクチル、２－エチルヘキシル；イソブチレンのダイマーから合成される分
岐アルキル；イソノニル、イソデシル；プロピレンのトリマーから合成される分岐アルキ
ル；イソデシル、イソウンデシル、イソドデシル、プロピレンのテトラマーから合成され
る分岐アルキル；オキソ法によって合成される炭素数６～１２の分岐アルキル基等が挙げ
られる。特に好ましいのは、２－エチルヘキシル；イソブチレンのダイマーから合成され
る分岐アルキル；プロピレンのトリマーから合成される分岐アルキル；イソデシル基であ
る。
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【００４４】
　化合物（Ｉ）は、フェノールまたはアルキル基で置換したフェノールに平均４～２０モ
ルのエチレンオキサイド、平均０～４モルのプロピレンオキサイド、ブチレンオキサイド
およびスチレンオキサイドのうちの１種または２種以上を付加したものであり、その付加
形式はブロック状でもよいしランダム状でもよい。ただし、プロピレンオキサイド、ブチ
レンオキサイドまたはスチレンオキサイドを末端にブロック状に付加したものは除く。フ
ェノールに置換するアルキル基の数は１～５のいずれでもよいが、より好ましくは１また
は２であり、特に好ましくは１である。炭素数が１２より大きいアルキル基が置換したフ
ェノールにアルキレンオキサイドを付加したもの、エチレンオキサイドの平均付加モル数
が４未満または２０より大きいもの、並びにプロピレンオキサイド、ブチレンオキサイド
またはスチレンオキサイドの平均付加モル数の合計が４より大きいものは十分な効果を得
ることができない。化合物（Ｉ）の内、その２％水溶液の曇点が４０～１１０℃であるこ
とが好ましく、さらに６０～１００℃であることがより好ましい。本発明の化合物（Ｉ）
の具体例としては次のものが挙げられる。
【００４５】
（Ｉ－１）トリプロピレン－Ｘ－（ＥＯ）10－Ｈ
（Ｉ－２）２－エチルヘキシル－Ｘ－（ＥＯ）12－Ｈ
（Ｉ－３）２，４－ジメチルヘプチル－Ｘ－［（ＥＯ）9／／（ＰＯ）2］－Ｈ
（Ｉ－４）ジ（イソブチル）－Ｘ－［（ＥＯ）10／／（ＰＯ）1／／（ＢＯ）0.5］－Ｈ
（Ｉ－５）イソデシル－Ｘ－（ＥＯ）4－（ＢＯ）1－（ＳＯ）1－（ＥＯ）5－Ｈ
（Ｉ－６）ジイソブチレン－Ｘ－（ＰＯ）1－（ＥＯ）8－Ｈ
【００４６】
　上式においてＸはフェノール残基、ＥＯはエチレンオキサイド、ＰＯはプロピレンオキ
サイド、ＢＯはブチレンオキサイド、ＳＯはスチレンオキサイドを示し、（）右横の添字
は平均付加モル数を示し、／／はランダム状に付加していることを示し、－はブロック状
に付加していることを示す。
【００４７】
　化合物（ＩＩ）においてアルキル基Ｒ5は直鎖でもよいし分岐でもよい。炭素数３～１
２の直鎖のものとしてはｎ－プロピル、ｎ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－
ヘプチル、ｎ－オクチル、ｎ－ノニル、ｎ－デシル、ｎ－ウンデシル、ｎ－ドデシル基等
が挙げられ、分岐のものとしては化合物（Ｉ）で分岐アルキル基Ｒ1 として挙げたものと
同様のものである。
【００４８】
　化合物（ＩＩ）は、フェノールまたはアルキル基で置換したフェノールに、平均４～２
０モルのエチレンオキサイド、並びに平均０～３．９モルのプロピレンオキサイド、ブチ
レンオキサイドおよびスチレンオキサイドのうちの１種または２種以上を（ブロック状ま
たはランダム状に）付加したものの末端に、さらに平均０．１～４モルのプロピレンオキ
サイド、ブチレンオキサイドまたはスチレンオキサイドを付加したものである。フェノー
ルに置換するアルキル基の数は１～５のいずれでもよいが、好ましくは１または２であり
、より好ましくは１である。炭素数が１２より大きいアルキル基が置換したフェノールに
アルキレンオキサイドを付加したもの、エチレンオキサイドの平均付加モル数が４未満ま
たは２０より大きいもの、並びにプロピレンオキサイド、ブチレンオキサイドまたはスチ
レンオキサイドの平均付加モル数の合計が４より大きいものは十分な向上効果を得ること
ができない。さらに、プロピレンオキサイド、ブチレンオキサイドまたはスチレンオキサ
イドの末端部分の平均付加モル数の合計が０．１未満のものは、末端部分の平均付加モル
数の合計が０．１～４のものに比べて抑泡効果が劣る。化合物（ＩＩ）の内、その２％水
溶液の曇点が４０～１１０℃であることが好ましく、さらに６０～１００℃であることが
より好ましい。本発明の化合物（ＩＩ）の具体例としては次のものが挙げられる。
【００４９】
（ＩＩ－１）イソオクチル－Ｘ－（ＥＯ）8－（ＰＯ）0.5－Ｈ
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（ＩＩ－２）トリプロピレン－Ｘ－（ＥＯ）11－（ＳＯ）1.5－Ｈ
（ＩＩ－３）ｎ－オクチル－Ｘ－（ＥＯ）10－（ＰＯ）1－Ｈ
（ＩＩ－４）ジイソブチレン－Ｘ－（ＥＯ）12－（ＰＯ）0.5－（ＢＯ）1.5－Ｈ
（ＩＩ－５）イソノニル－Ｘ－［（ＥＯ）5／／（ＰＯ）0.3／／（ＳＯ）1］－（ＰＯ）0

.2（ＢＯ）0.2－Ｈ
（ＩＩ－６）２，４－ジメチルヘプチル－Ｘ－［（ＥＯ）6／／（ＢＯ）0.5］－（ＰＯ）

1－Ｈ
（ＩＩ－７）２－エチルヘキシル－Ｘ－（ＥＯ）4－（ＰＯ）1.5－（ＥＯ）5.5－（ＢＯ
）0.5－Ｈ 
（ＩＩ－８）ジ（イソブチル）－Ｘ－（ＢＯ）1－（ＥＯ）12－（ＢＯ）1－Ｈ
（ＩＩ－９）ｎ－デシル－Ｘ－（ＰＯ）0.5－（ＥＯ）10－（ＰＯ）0.5－（ＳＯ）0.5－
Ｈ
【００５０】
　上式において、化合物（Ｉ）の場合と同様にＸはアルキル置換フェノール残基、ＥＯは
エチレンオキサイド、ＰＯはプロピレンオキサイド、ＢＯはブチレンオキサイド、ＳＯは
スチレンオキサイドを示し、（）右横の添字は平均付加モル数を示し、／／はランダム状
に付加していることを示し、－はブロック状に付加していることを示す。
【００５１】
　上述の化合物に該当する浸透剤には、市場から容易に入手できる市販品を用いてもよく
、例えば、商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１およびＳＮウエット９８４（いずれもサンノプコ
株式会社製）のような浸透剤が使用できる。
【００５２】
　（塗工紙の製造方法）
　本発明の塗工紙は、基紙の一方の面または両方の面に本発明の紙力剤を塗工すること、
すなわち基紙に対して紙力剤を外添法にて付与することにより得ることができる。紙力剤
は、水溶液の形態の塗液として基紙に塗工され、次いで乾燥される。
【００５３】
　塗工には、公知の塗工方法および公知の塗工機を使用することができる。塗工方法は、
抄紙および塗工を一連の工程とするオンマシン式であってもよく、抄紙と塗工とを別工程
とするオフマシン式であってもよい。塗工方法としては、例えば、基紙を紙力剤の塗液に
浸漬する方法、基紙に紙力剤の塗液をロールやブレードで塗布する方法、基紙に紙力剤の
塗液を噴霧する方法などを使用することができる。また、抄紙機としては、例えば、２ロ
ールサイズプレスコーター、ゲートロールコーター、ロッドメタリングサイズプレスコー
ター、ブレードコーター、バーコーター、スプレーコーター、エアーナイフコーター、カ
ーテンコーターなどを使用することができる。
【００５４】
　塗工後の乾燥には、公知の乾燥方法および公知の乾燥機を使用することができる。例え
ば蒸気過熱シリンダ、加熱熱風エアドライヤ、ガスヒータードライヤ、電気ヒータードラ
イヤ、赤外線ヒータードライヤ等各種の乾燥方法および乾燥機を単独でまたは併用して使
用することができる。
【００５５】
　（紙力剤の塗工量）
　本発明における紙力剤の塗工量は、基紙の物性、目標とする紙力、および目標とする貼
合適性等に応じて適宜選定されることができる。
【００５６】
　例えば、紙力剤の塗工量は、目標とする紙力を得る効果の観点から水溶性高分子の塗工
量に注目して、水溶性高分子の塗工量が例えば片面あたり固形分換算で０．１～５ｇ／ｍ
2、好ましくは０．２～３ｇ／ｍ2となるように選定される。また、紙力剤の塗工量は、目
標とする貼合適性を得る効果の観点から浸透剤の塗工量に注目して、浸透剤の塗工量が例
えば片面あたり不揮発分換算で０．００１～０．５ｇ／ｍ2、好ましくは０．００５～０
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．１ｇ／ｍ2となるように選定される。一般には、水溶性高分子の塗工量が多くなるにつ
れ浸透剤の塗工量も多くなることが好ましい。
【００５７】
　（紙力剤における水性高分子および浸透剤の配合比率）
　基紙に対する水溶性高分子の塗工量を多めにすると、得られる塗工紙の紙力は向上する
が、貼合適性は低下する傾向がある。これは、基紙表面に形成される水溶性高分子の皮膜
の厚さが厚くなって、後にコルゲータで表面に付与される貼合糊の基紙中への浸透が阻害
されるためではないかと推測される。水溶性高分子の塗工量を多めにした場合においても
目標とする貼合適性を得るためには、浸透剤の塗工量も多めにすることが好ましい。これ
によると、水溶性高分子の基紙中への浸透性が向上し、基紙表面に形成される水溶性高分
子の皮膜の厚さが低減して、コルゲータによって表面に付与される貼合糊の基紙中への浸
透が阻害されないために、貼合適性が維持されると推測される。本発明の紙力剤は、水溶
性高分子および浸透剤の両方を含んだ水溶液の形態で塗工される。そのため、塗工紙にお
いて水溶性高分子および浸透剤のそれぞれについての好ましい塗工量を得るには、塗工に
用いる塗液の段階で、水溶性高分子および浸透剤の配合比率をそれぞれについての好まし
い塗工量を実現できるように決定する。
【００５８】
　（塗液中の紙力剤の濃度）
　本発明の紙力剤は、水溶液の形態の塗液として塗工される。塗液中の水溶性高分子の濃
度が高すぎると、塗液の粘度が高くなって塗工が困難になる場合がある。塗液中の紙力剤
の濃度は、操業性の観点から塗工が可能な限り、任意の濃度を用いることができる。
（塗工紙の浸透性　ピーク出現時間（単位：ミリ秒）
　本発明の塗工紙は、従来の塗工紙と比較して液体浸透性が良好である。
【００５９】
　本発明の塗工紙の液体浸透性は、動的液体浸透性測定装置としてＥｍｔｅｃ社製の「Ｓ
ＵＲＦＡＣＥ　ＡＮＤ　ＳＩＺＩＮＧ　ＴＥＳＴＥＲ（ＥＳＴ－１２）」を使用し、信号
強度が最大値を示すまでの時間（ピーク出現時間）を測定することにより評価する。具体
的には、本発明の塗工紙（ライナー）を抄紙流れ方向に５０ｍｍ、抄紙流れ方向と直交す
る幅方向に７５ｍｍに裁断したものを測定用試験片として用いる。この測定用試験片の裏
層側を両面粘着テープでサンプルホルダーに固定し、このサンプルホルダーを試験液であ
る温度２３℃の蒸留水に浸漬させて、超音波周波数２ＭＨｚにてライナーの表面の信号強
度を測定する。浸漬開始時から信号強度が最大値を示す時までの時間をピーク出現時間と
する。ピーク出現時間が短い程、液体浸透性が高いことを意味する。
【００６０】
　本発明の塗工紙は、ピーク出現時間が６０ミリ秒以下であることが好ましく、５５ミリ
秒以下であることがより好ましく、５０ミリ秒以下であることがさらに好ましい。
【００６１】
　（段ボールシート）
　本発明の段ボールシートは、その構成要素として本発明の塗工紙を含む。本発明の段ボ
ールシートは、例えば、波状に形成された中芯と、その一方の面または両方の面に貼合さ
れたライナーと、を含んで構成されていることができ、ここで、本発明の塗工紙を、中芯
および／または一方の面側または両方の面側のライナーとして含んでいることができる。
本発明の段ボールシートにおいて、塗工紙の紙力剤が塗工された面が、貼合面として用い
られる。
【００６２】
　（段ボールシートの製造）
　本発明の段ボールシートは、本発明の塗工紙を含む材料を用いて公知の貼合方法および
公知の貼合機により製造することができる。例えば、公知のコルゲータにより、本発明の
塗工紙を波状に成形してこれを中芯とし、他の紙をライナーとして、溶融させた貼合糊に
より中芯の一方の面または両方の面にライナーを貼り合わせて、本発明の段ボールシート
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を製造することができる。他の紙には、特に制限はなく種々の板紙を用いることができ、
例えば、古紙パルプやクラフトパルプを原料とする一層抄きまたは多層抄きの板紙であっ
てもよい。あるいはまた、本発明の塗工紙をライナーとし、他の紙を中芯として、本発明
のダンボールシートを製造することができる。あるいはまた、本発明の塗工紙を中芯およ
びライナーの両方に用いて、本発明の段ボールシートを製造することができる。さらに、
本発明の塗工紙を、波状に成形することなく、貼り合わせてもよい。
【実施例】
【００６３】
　［実施例１］
　（基紙の製造）
　原料として段ボール古紙９０質量％（絶乾）および雑誌古紙１０質量％（絶乾）を配合
してカナダ標準フリーネス（ＣＳＦ）を３６０ｍｌに調整したパルプスラリーを用い、紙
層として裏面層、裏下層、中層、表下層および表面層の５層をこの順に抄き合わせて、目
標米坪１９８ｇ／ｍ2の多層抄きの基紙を得た。なお、表面層、表下層、中層、裏下層お
よび裏面層には、内添紙力剤として、パルプスラリーの全質量（固形分換算）を基準にし
て０．３質量％の商品名ＤＳ４６８１（星光ＰＭＣ株式会社製）、０．０５質量％の商品
名ポリテンション１００１（荒川化学工業株式会社製）、および１．３質量％の硫酸バン
ドを添加した。
【００６４】
　（塗工紙の製造）
　水溶性高分子として変性デンプン（商品名：ピラーＰ４、ＰＩＲＡＡＢ ＳＴＡＲＣＨ 
Ｃｏ．，Ｌｔｄ．製）を２．０質量％（固形分換算）となるよう調整した水溶液に、上述
した浸透剤である浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を０．
０４質量％(不揮発分換算)となるように混合して、紙力剤を得た。なお、ＳＮ－８Ｘ４６
８１は、上記一般式（１）を主成分とするものである。
【００６５】
　得られた紙力剤を塗工用塗液として、上記の基紙の両面、すなわち表面層および裏面層
上に、サイズプレスにて、水溶性高分子の塗工量が乾燥重量で片面あたり０．２５ｇ／ｍ
2（固形分換算）となるように塗工および乾燥して、表面に紙力剤の塗工層を有する塗工
紙を得た。
【００６６】
［実施例２］
　実施例１において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を
０．０４質量％(不揮発分換算)の代わりに０．１６質量％(不揮発分換算)となるように混
合した以外は、実施例１と同様な方法で塗工紙を得た。
【００６７】
［実施例３］
　実施例１において、変性デンプン（商品名：ピラーＰ４、ＰＩＲＡＡＢ ＳＴＡＲＣＨ 
Ｃｏ．，Ｌｔｄ．製）を２．０質量％（固形分換算）の代わりに５．０質量％（固形分換
算）となるよう調整した水溶液に、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株
式会社製）を０．０４質量％(不揮発分換算)の代わりに０．１質量％(不揮発分換算)とな
るように混合して得た紙力剤を塗工用塗液として、水溶性高分子の塗工量が乾燥重量で片
面あたり０．２５ｇ／ｍ2（固形分換算）の代わりに１．０ｇ／ｍ2（固形分換算）となる
ように塗工した以外は、実施例１と同様な方法で塗工紙を得た。
【００６８】
［実施例４］
　実施例３において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を
０．１質量％(不揮発分換算)の代わりに０．２５質量％(不揮発分換算)となるように混合
した以外は、実施例３と同様な方法で塗工紙を得た。
【００６９】
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［実施例５］
　実施例１において、変性デンプン（商品名：ピラーＰ４、ＰＩＲＡＡＢ ＳＴＡＲＣＨ 
Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）を２．０質量％の代わりに１０質量％（固形分換算）となるよう調整
した水溶液に、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を０．０
４質量％の代わりに０．１質量％(不揮発分換算)となるように混合して得た紙力剤を塗工
用塗液として、水溶性高分子の塗工量が乾燥重量で片面あたり０．２５ｇ／ｍ2（固形分
換算）の代わりに２．０ｇ／ｍ2（固形分換算）となるように塗工した以外は、実施例１
と同様な方法で塗工紙を得た。
【００７０】
［実施例６］
　実施例５において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を
０．１質量％(不揮発分換算)の代わりに０．２５質量％(不揮発分換算)となるように混合
した以外は、実施例５と同様な方法で塗工紙を得た。
【００７１】
［実施例７］
　実施例５において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を
０．１質量％(不揮発分換算)の代わりに０．５質量％（不揮発分換算）となるように混合
した以外は、実施例５と同様な方法で塗工紙を得た。
【００７２】
［実施例８］
　実施例１において、変性デンプン（商品名：ピラーＰ４、ＰＩＲＡＡＢ ＳＴＡＲＣＨ
）を２．０質量％の代わりに１５量％（固形分換算）となるよう調整した水溶液に、浸透
剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を０．０４質量％の代わりに
０．１質量％(不揮発分換算)となるように混合して得た紙力剤を塗工用塗液として、水溶
性高分子の塗工量が乾燥重量で片面あたり０．２５ｇ／ｍ2（固形分換算）の代わりに３
．０ｇ／ｍ2（固形分換算）となるように塗工した以外は、実施例１と同様な方法で塗工
紙を得た。
【００７３】
［実施例９］
　実施例８において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を
０．１質量％(不揮発分換算)の代わりに０．２５質量％(不揮発分換算)となるように混合
した以外は、実施例８と同様な方法で塗工紙を得た。
【００７４】
［実施例１０］
　実施例８において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を
０．１質量％(不揮発分換算)の代わりに０．５質量％(不揮発分換算)となるように混合し
た以外は、実施例８と同様な方法で塗工紙を得た。
【００７５】
［実施例１１］
　実施例１において、基紙の目標米坪を１９８ｇ／ｍ2の代わりに１１８ｇ／ｍ2とし、表
面層、表下層、中層、裏下層、裏面層には、内添紙力剤として、パルプスラリーの全質量
（固形分換算）を基準にして０．３質量％の代わりに０．５質量％の商品名ＤＳ４６８１
（星光ＰＭＣ株式会社製）、０．０５質量％の商品名ポリテンション１００１（荒川化学
工業株式会社製）、および１．３質量％の代わりに２．０質量％の硫酸バンドを添加した
以外は、実施例１と同様にして基紙を作製した。塗工については、実施例６と同様にして
塗工紙を得た。
【００７６】
［実施例１２］
　実施例１において、基紙の目標米坪を１９８ｇ／ｍ2の代わりに２１８ｇ／ｍ2とし、表
面層、表下層、中層、裏下層、裏面層には、内添紙力剤として、パルプスラリーの全質量
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（固形分換算）を基準にして０．３質量％の代わりに０．８質量％の商品名ＤＳ４６８１
（星光ＰＭＣ株式会社製）、０．０５質量％の商品名ポリテンション１００１（荒川化学
工業株式会社製）、および１．３質量％の代わりに２．０質量％の硫酸バンドを添加した
以外は、実施例１と同様にして基紙を作製した。塗工については、実施例６と同様にして
塗工紙を得た。
【００７７】
［実施例１３］
　実施例１において、変性デンプン（商品名：ピラーＰ４、ＰＩＲＡＡＢ ＳＴＡＲＣＨ 
Ｃｏ．，Ｌｔｄ．製）２．０質量％（固形分換算）の代わりにポリアクリルアミド系の紙
力剤（ポリマセットＨＰ７１０、荒川化学工業社製）４．０質量％（固形分換算）を用い
、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を０．０４質量％(不
揮発分換算)の代わりに０．４質量％(不揮発分換算)となるように混合した紙力剤を塗工
用塗液として、水溶性高分子の塗工量が乾燥重量で片面あたり０．２５ｇ／ｍ2（固形分
換算）の代わりに０．５ｇ／ｍ2（固形分換算）となるようにした以外は、実施例１と同
様な方法で塗工紙を得た。
【００７８】
［実施例１４］
　実施例１において、変性デンプン（商品名：ピラーＰ４、ＰＩＲＡＡＢ ＳＴＡＲＣＨ 
Ｃｏ．，Ｌｔｄ．製）２．０質量％（固形分換算）の代わりにデンプン（商品名：コーン
スターチ、王子コーンスターチ株式会社製）１０質量％（固形分換算）を用い、浸透剤（
商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を０．０４質量％(不揮発分換算)
の代わりに０．２５質量％(不揮発分換算)となるように混合した紙力剤を塗工用塗液とし
て、水溶性高分子の塗工量が乾燥重量で片面あたり０．２５ｇ／ｍ2（固形分換算）の代
わりに２．０ｇ／ｍ2（固形分換算）となるようにした以外は、実施例１と同様な方法で
塗工紙を得た。
【００７９】
［実施例１５］
　実施例１において、変性デンプン（商品名：ピラーＰ４、ＰＩＲＡＡＢ ＳＴＡＲＣＨ 
Ｃｏ．，Ｌｔｄ．製）２．０質量％（固形分換算）の代わりにＰＶＡ（商品名：デンカポ
バール、電気化学工業株式会社製）１０質量％（固形分）を用い、浸透剤（商品名：ＳＮ
－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を０．０４質量％(不揮発分換算)の代わりに０
．２５質量％(不揮発分換算)となるように混合した紙力剤を塗工用塗液として、水溶性高
分子の塗工量が乾燥重量で片面あたり０．２５ｇ／ｍ2（固形分換算）の代わりに２．０
ｇ／ｍ2（固形分換算）となるようにした以外は、実施例１と同様な方法で塗工紙を得た
。
【００８０】
［比較例１］
　実施例１において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を
塗工液に混合しなかった以外は、実施例１と同様な方法で塗工紙を得た。
【００８１】
［比較例２］
　実施例３において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を
塗工液に混合しなかった以外は、実施例３と同様な方法で塗工紙を得た。
【００８２】
［比較例３］
　実施例５において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を
塗工液に混合しなかった以外は、実施例５と同様な方法で塗工紙を得た。
【００８３】
［比較例４］
　実施例８において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）を
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塗工液に混合しなかった以外は、実施例８と同様な方法で塗工紙を得た。
【００８４】
［比較例５］
　実施例１１において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）
を塗工液に混合しなかった以外は、実施例１１と同様な方法で塗工紙を得た。
【００８５】
［比較例６］
　実施例１２において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）
を塗工液に混合しなかった以外は、実施例１２と同様な方法で塗工紙を得た。
【００８６】
［比較例７］
　実施例１３において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）
を塗工液に混合しなかった以外は、実施例１３と同様な方法で塗工紙を得た。
【００８７】
［比較例８］
　実施例１４において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）
を塗工液に混合しなかった以外は、実施例１４と同様な方法で塗工紙を得た。
【００８８】
［比較例９］
　実施例１５において、浸透剤（商品名：ＳＮ－８Ｘ４６８１、サンノプコ株式会社製）
を塗工液に混合しなかった以外は、実施例１５と同様な方法で塗工紙を得た。
【００８９】
　（測定および評価試験）
　かくして得られた塗工紙について、以下の測定および評価を行った。
【００９０】
　Ｉ．米坪（単位：ｇ／ｍ2）
　得られた塗工紙の米坪（坪量）を、日本工業規格ＪＩＳ　Ｐ８１２４「紙および板紙-
坪量の測定方法」に準拠して測定した。
【００９１】
　ＩＩ．比圧縮強さ
　得られた塗工紙の比圧縮強さをＪＩＳ　Ｐ　８１２６（２００５）に準じて測定した。
この測定は、ＪＩＳ－Ｐ８１１１（２００７）に準拠し、温度２３±２℃、湿度５０±２
％の環境条件で行った。比圧縮強さが大きいほど、強度が良好であることを示す。
【００９２】
　ＩＩＩ．ピーク出現時間（単位：ミリ秒）
　動的液体浸透性測定装置としてＥｍｔｅｃ社製の「ＳＵＲＦＡＣＥ　ＡＮＤ　ＳＩＺＩ
ＮＧ　ＴＥＳＴＥＲ（ＥＳＴ－１２）」を使用し、信号強度が最大値を示すピーク出現時
間を測定した。具体的には、ライナーを抄紙流れ方向に５０ｍｍ、幅方向７５ｍｍに裁断
した測定用試験片の裏層側を両面粘着テープでサンプルホルダーに固定し、このサンプル
ホルダーを試験液である温度２３℃の蒸留水に浸漬させて、超音波周波数２ＭＨｚにてラ
イナーの表面の信号強度を測定した。ピーク出現時間が早い程、液体浸透性が高いことを
意味する。
【００９３】
　ＩＶ．０．５秒後の信号強度（単位：％）
　動的液体浸透性測定装置としてＥｍｔｅｃ社製の「ＳＵＲＦＡＣＥ　ＡＮＤ　ＳＩＺＩ
ＮＧ　ＴＥＳＴＥＲ（ＥＳＴ－１２）」を使用して得られる浸透特性曲線における浸積開
始から０．５秒後の信号強度を、信号強度が最大値を示すピーク時の信号強度を１００％
として、相対的に表した。測定条件は上記ピーク出現時間の測定条件と同様である。０．
５秒後の信号強度が小さい程、液体浸透性が高いことを意味する。
【００９４】
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　Ｖ．コンコラ強度（単位：Ｎ／）
　得られた塗工紙について、ＪＡＰＡＮ　ＴＡＰＰＩ（パルプ製紙業界技術協会）Ｎｏ．
２９「段ボール用中芯－平面圧縮強さ試験方法―コンコラ法」の規定に準じてコンコラ強
度を測定した。コンコラ強度が大きいほど、紙の平面圧縮耐性が高く、強度が良好である
ことを示す。
【００９５】
　ＶＩ．貼合適性
　実施例および比較例の塗工紙を中芯とし、市販のライナー（米坪２１０ｇ／ｍ2、王子
マテリア株式会社製）を表層および裏層のライナーとして、コルゲータにより中芯とライ
ナーとを貼合して段ボールシートを作製した。コルゲータでの貼合適性を以下のとおり３
段階で評価した。評価結果は、評価が良好な方から順に記号○、△、×を用いて示した。
【００９６】
　　○：段ボールシートの全面に亘って貼合状態が良好であり、コルゲータ貼合速度の増
速が可能であった。
　　△：貼合速度を増速すると、段ボールシートの一部分に貼合不良が認められることが
あった。
　　×：低速の貼合速度においても、段ボールシートの一部分に貼合不良が認められるこ
とがあった。
【００９７】
　（測定および評価結果）
　測定および評価の結果は、表１に示す通りであった。
【００９８】
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【表１】

【００９９】
　（考察）
　浸透剤を含む紙力剤が塗工された実施例の塗工紙は、浸透剤を含まない紙力剤が塗工さ
れた比較例の塗工紙と比べて、同等程度の強度を示しつつも、ピーク出現時間が短くおよ
び０．５秒後の信号強度が小さく、高い動的液体浸透性を示した。また、実施例の塗工紙
は、比較例の塗工紙と比べて、良好な貼合適性を示した。
【産業上の利用可能性】
【０１００】
　本発明の塗工紙は、良好な強度を有しつつ、動的液体浸透性に優れる。そのため、本発
明の塗工紙は、段ボールシート用の紙などの貼合する用途に用いられる際に、高速のコル
ゲータを用いた場合であっても貼合糊が紙中に浸透しやすく、貼合される紙同士の密着性
は高くて剥がれにくく、優れた貼合適性を示す。
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